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アンケートから一息児の出生前環境一
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Results of a Questionnaire on Pregnancy of Mothers 

Giving Birth to Babies with Biliary Atresia. 

TSUNEO CHIBA 

lli、i、iunof Pediatric Sur耳ery守 Tohokul'ni、er、itySchool of ¥k<l1nnじ

To investigate the possible effects of carrying biliary atresia babiesう wesurveyed 101 families 

concerning the course of the pregnancy and perinatal period. Fifty-eight families had biliary 

atresia babies (Group A), and 43 had normal babies (Group R). The following tendencies were 

observed: 

1) One-half of the mothers in Group .-¥ had taken medicine for tm1t the abnormal condition 

during pregnancy. 

2) Comparatively late occurrences of threatened abortion was observed in mothers in Group A. 

3) Combination of the blood type between the parents, and their tastes for beverages were 

different between the two groups. 

However, no significant differences were obtained. 

はじめに

先天性胆道閉鎖症は発生原因が不明で，その発生時

期IC関しても，肝，胆道の発生学的事項，本症の肝外

胆道周回の組織学的所見，さらには出生後に発生した

と恩われる症例がある ζ と，などから周産期付近であ

Key words: Biliary atresia, E仔ectson pregnant course. 
索引語：先天性胆道閉鎖症，妊娠中変化．

ると考えられているが，明確ではない．また一方では，

患児の妊娠が母線にどのような影響を及ぼすかも知ら

れていない．ここではとれらの影響を調べるために．

主として患児のり判の妊娠中の経過をアンケート調査

し，興味ある知見を得たので報告する．

Present address: Division of Pediatric Surger~－. 1-1 s~ir、＂＇ ho. Send.ii 980. J叫川n
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東北大学病院にて手術した先天性1m道閉鎖痕忠児

( .＼群）の両絹，および健康児（ B群）を出産した図

机lに対してアンケートによる川れ主施行した．凋食の

内容は，主として妊娠中の身体の状況， 摂取物、使用

した徳川、 運動や旅行，晴好，＇，，＇，.まわりに起こった事

件や心配事などに関するもので， また．父親のl噌H占／，

や病気などについても調査した． アンケート1.nt;,1i'1＇.は、

先天性胞iul!fF['jj,iのl両親からsx也他！長な児を出バーし

た親から」1i!l)J)j11j答が得られた．これらの結＇j；を判fl/

に比較し l向i守の桐述l:；.について険，，Jした

両親の II哲好品
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u蛇日長

対象および方法

¥,1,1[:¥Jては人ーB, <lそれぞれに差がみられた．両親の

血液型の組み合わせは表Iの椴であったが，患児の｜耐

札lにlt し． れj. Iぷリ~（｝〕 n紘！のl血液型に対する父親の血紋

型ではし、ずれの型でも 日裂が少なく， ｛）刊＇Iが多いとい

う傾向がみられた．

母親の年齢と子供の数

先天性！Hi道閉鎖蛇忠児を出産したり却の；1m；は:ZO.{

から31才のあいだで．健康児を出産した／:j似の；Im，）と

の聞に特に差別はみられなかった.fl'.リ己か有ll子であ

ったのが23人，：T~ ~子であったωかお人．奇~ 3 －（であ

ったのがリ人であった.4寺に健康児を出産したりi1.1-・)

子供の数との差異は.1!1[＜，また！心山か約1' 2 子IC:~

L 、傾向は以前lζ 報告した~：.＇i '1＇.と 交わりは！！！｛かった＂・

、＇＇1刊の例ては ＼1'..'1'J/ldi ~t川に胆道系の奇形がみられた家

族はみられなかった，また，とれまでのところ兄弟姉

妹l/¥JUl;I帥芹にも特徴はみられなかった．
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血液型とその組み合わせ

先ノ三悩ニ／Jll_jιi羽｝l'i症児 （＼群） υ1/:JNか人型であった

例は18例で， B 11'1:~0例、 け ＇（＇I 16例，人H型4{r)jであっ

た．父親からみた場合は， ＼’「l:_>Jf'iiJ. ll中114［的lj,（）型

12(¥1］，人日型6例，記載なし5例であった 一方，健

康児（B群）をII＼産したl:J却ではλ型10例， B型14例，

()'1;'1.l:!iヤIf, .¥B型4例，記載なし3例で，父ttlの担は

九＇I’IJl例＇ B型3例，H型20例、人B型6例， 記＞！＼VJ
し3例と，舟籾l'l¥Jには有意差はみられなかったが，父

結
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人Irr Blff. 
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l品j視の血液型

l‘：j-j'.1,1.Ul血液型 父籾の血液製

表 1

問書好品

タノミコ，およ ~＇11'111-rl{ ~ . 2いてII~好品の，；J,',J{tを施行し

た結果は表2の如く である． タパコについては11iijN,と

も付加はほとんどl吸わ・1-.〈刈＜）） 7割以上が喫煙者で

あり， lX.)iに変わりは無かったが．州全（jについては．

悶籾には変わりは無かったが， 健康児の父Wvl、｜λ抗力、
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先天性胆道閉鎖症恕児の両親IC対するアンケー トから一窓、児の出生前環境

ふだんはほとんど飲まないと回答したととは興味がも

たれる

妓取した薬剤

母親が妊娠中に摂取した薬剤jは表3の如くであった．

両群の母親ともに比較的多くの薬剤を摂取しているが，

特ι多いものは増血剤（造血剤）や鉄剤などの貧血に

関するもので，自分で購入したり医者から処方しても

らい飲用 していた． 感冒，気管支炎の薬剤はA群の国

親が多く摂取しているが，ア ンケート調査の対象が少

なく，これだけでは有意の差があるとは言えない．全

体の数からみると， A群の母親がB群の母親に比し，

薬剤l摂取率が高かった．

妊娠中の身体の状態および疾病

妊娠中に流産切迫があり，入院したり，投薬を受け

た例はA群の10例 (17%), B群の6{91](14；；ち）を占

め，その羅患時期は表4の如くであった A群では妊

娠7' 8カ月という比較的遅い時期に 4例みられた．

流産防止のためホルモン剤注射を受けた例はA群の 5

例， B群の3例で，薬剤投与を受けた例はA者8例，

B群の3例であった（霊後伊jあり）．その他の状態に

ついては，妊娠悪阻（つわり）や帯下異常など妊娠に

関係あるものの他IC扇桃腺炎，胃炎などがみられたが，

A, B間の差はみられなかった（表 5). 感官や気管

支炎は程度の差はあるが多くの例で罷患していた 発

熱の有無については不明である．

妊娠中の行事，出来事

自動車の運転を出産前までおこなっていた例は，人

群6例， B群21例で，妊娠9カ月までおこなっていた

例はA群5例， B群9{71］と自動車を運転する母親の中

ではB群の方が出産前まで運転していた例が多くみら

表4 i流産切迫の既往

I A群 B群

流産切迫あり 6 m
7
3

2
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0

2
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妊娠2カ月

3カ月

4カ月

5カ月

6カ月

7カ月

8カ月

ホルモン注射あり

薬剤投与あり

5 

8 
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表5 妊娠l11のf.j;O；状態むよぴ疾病

体の状態、疾病 A群 B群

妊娠悪阻 IO 4 

l箆炎 2 

帯下異常 1 

扇桃腺炎 。
勝股炎 1 。
湿疹 。
胃炎 。
体表膿蕩形成 。 3 

表6 妊娠中の行事や出来事

行事や出 ~（ ~F I A群 B群

自動車運転

転倒 5カ月以内

6カ月以降

21 31 

6 

5 

1 

9 

旅行 5カ月以内 I 3 i 

6カ月以降 l 4 1 

引っ越し 5カ月以内 I 2 3 

6カ月以降 i 5 6 

身の回り防きた事件｜ 8 2 

れた （表6）.妊娠中lζ転倒した例は A群より B群に

多く，また両群とも妊娠6カ月以降IC多くみられたが，

これにより流，早産切迫例はみられなかった．旅行lζ

関してはA, B群とも差は無く，旅行した時期も種々

であった．引越しゃ身の回りの事件などはA群（三多い

が，心配事があったか否かに関して差はなかった そ

の他，スポーツに関してはバドミ ントンやテニスを行

った例が散見されるが， 両群ともに妊娠中のスポーツ

を差し控えた例が多かった．

その他

妊娠中の食べ物の好みの変化については，大きな変

化がみられたものはA群17{71J, B群17例でと くに差異

はみられなかった． 一方，母親に心理的影響を与える

と恩われる父親の病気lζ関してはA群では心臓疾患，

痛風， アキレス腿切断など7例，B群では十二指腸潰

M，肝障害（脂肪肝）の 2例であった．

考 案

先天性胆道閉鎖疲の発生時期IC関してはまだ定説は

無いが．最近，出生後に1t'i＇.ーしたとみられる例が報告
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されるようになった乙と白や， ζれまでの報告では小

症の原因として炎症やウイルスによるものが有力と考

えられていること3，.，から，周産期での発生の可能性が

注目されるようになった．しかし，周産期において何

が原因となってとのような病態を引き起乙すかについ

ては明らかにされていない．一方，胆道閉鎖症児を有

することによって母体にどのような変化や影響が出現

するかについても報告されていない．

乙れらの問題の解決の糸口とすべく，今回は母親の

妊娠中の変化や環境についてアンケート調査を施行し

fこ．

血液型に関しては，東北大における昭和47年から昭

和61年までの先天性胆道閉鎖症132例においてはA型

45例， B型33例，（｝型44例，λB型10例である， 今回

の調査では両親の血液型の分布には差はみられなかっ

たが，強いて言えば母親がA型で父親がA'¥'l.母親が

B型で父槻かo~型， l} i却が｛｝型で父親がA型の場合が

多くみられた 母親の型と子供の型が同じ例は56組中

34組 （］(j匂），父親の型と同じ例は51組中28組 （55°ぅ），

両親と子供の型が同じ例が51組中15組 （29°6）で，母

親と子供が同じ型の場合ではB型が多く，父親と子供

が閉じ場合にはA型が多かったが有意差はみられなか

った. B群（健康児）の両親の血液型と比較した場合，

B群ではB型の父親が少なかったが，これは血液型の

組み合わせからみて母集団にB型が少なかったためと

思われる．

母親の年齢や子供の数，あるいは兄や姉との年齢差

などには相途はみられなかった．また先天性胆道閉鎖

症の家族発生例や総IJ~.管拡張症との家族発生例が報告

されているが5），アンケートの例を含めて，東北大に

おいて経験した237例においては家族発生例はみられ

なかった，一方，双生児における発生に関しては，我

々の施設では2組の双生児の一方での発生を経験して

いるが，他方は健康児であり，これまでの報告でも双

方とも胆道閉鎖症であった例はほとんどみられないか．

本邦では先天性胆道閉鎖症の発生は10,000人の出生

lζ一人の割合とされているが7》， これまでの報告では

地域的な偏りや，流行的な発生は無い．第4回先天性

胆道閉鎖京国際シンポジウム 0986年仙台市）で報告

された全国69小児施設での過去5年間の先天性胆道閉

鎖症は653-&'Jで，都市での報告が多いものの全国的lζ

分布しており，年問先生数UJJ.：＇もみられなかっため

この集計IC含まれていない症例はそれほど多くはない

と思われ， 乙の聞の出生数からみればやはり 9,000か

ら10,000人に一人の発生と思われる．

タバコや酒などの噌好品の比較ではタパコでは相違

がみられず， 酒類で父親問の相違がみられたか，さら

に症例数を増やして検，Jすする必要がある．妊娠中の薬

剤l摂取や，身体の状況にも多少の相違がみられたが，

いずれも先天性胆道閉鎖症に特異的なものは無かった．

ただ， 流産切迫が妊娠7,8カ月という遅い時期にみ

られたり，精神的負担がみられた例が比較的多かった

点は周産期への影響は否めない．

結 三五
飼同

先天性胆道閉鎖症児を有する乙とで母体K現れる変

化や影響を知ること，および患児をとりまく環境を知

る目的でアンケート調査をおこなった．健康児を出産

した両親との比較で血液型や．噌好品， 薬剤jの服用，

精神的な面で多少の相違がみられたが本症特有のも

のとは言えず，有意性の判定にはさらに多くの例を検

討する必要がある．
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